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考察 ｢絵画製作｣ 5
- しなやかな造形活動を求め て-
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≪日 次≫,
はじめに- 乳幼児における造形活動分析- --清泉保育女子専門学校 ･清泉論集 第13号 p53






























して考察し,幼児の身体機能の発達とのか らみの上からその意味付けをしてきた か らで あ










































































































動にしなくてほならないであろう｡(前出 15 ひっぼる の項参照)
｢のばす｣動作として最も典型的なものは,ひもやテープやコードやホース等の線状の長い
ものをどんどん引き出していく動作であろう｡紙テープやビニールテープあるいは紙ひも等






















































































































































































































(前出 25 とおす の項参照)胴体を長くした り,首をつけたり表現の幅が拡がろうoこ
うしてみると刺す活動にとって発泡スチロールは貴重な素材である｡刺す相手が余 りに固い
と刺す動作は成 り立たない｡適当な軟らかさがないとだめである｡そういえばかつて,発泡
スチロールのまだない時分それと同じような性質の自然物で,しかも刺す動作を伴って遊ん
だ覚えがある.それは山吹の伸び切った幹の芯の組織で,細身の箸をその芯に突き通すと弾
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けるように某日な軟らかい芯が飛び出してくる｡芯の組織は白く細い丸棒の形で,これをと
ころてんのように突き出すことの面白さと楽しさもさることながら,この芯を1-2センチ
に小さく割って地梨の麻に刺すのである｡地梨は草ボケで,その枝はたくさんの嫌を持って
いる｡この枝を取ってきて山吹の芯を刺すとそれこそ枯木に花を咲かすことができるのであ
る｡山吹も草ボケも薬を始末した覚えがないから,きっと秋遅くまだ雪のこない小春日和の
頃がその遊びの時節であったかも知れない｡つまり文字通 り枯木に花を咲かす遊びとして長
らく山里の子供に伝承されてきたものであったにちがいない｡この場合の ｢刺す｣は今まで
考察してきた刺すと違って,突き刺さる鋭い先端は固定されていて,そこに刺さるものを持
って刺していくという逆の構造になっていることである｡こうした逆の構造である釘に発泡
スチロールを刺すという動作の持つ意味は,釘を持って刺すという動作とかなり違ってくる
であろう｡まず手先 ･指先の機能として持ち憎い細く長いものを持つことと,手頃な大きさ
を持つことの違いがある｡また動作の跡として,捉える物が逆になるということもあろう｡
しかし活動の展開や発想の場は倍になったと考えることもできるであろう｡
幼児を取 り巻く日常生活の中でも ｢さす｣動作は欠かすことができない｡特に食事の場面
では,フォークや爪楊枝 ･串など刺すための道具があり,この道具を使って食べるという場
面では当然のことながら刺す動作が繰 り返される｡皿に盛った煮豆を楊枝で刺して食べると
いうのは発泡スチロールを刺す活動などには代え難い日常生活での願ってもない場面であろ
う｡他に日常生活の場面では ｢さす｣動作として状差しに-ガキを差し込んだ りコンセント
にプラグを差した り,花入れに花を挿した りという既にすき間や穴のあいている個所に差し
込む動作がある｡こうした動作を抽出した遊具 (ペッグという名称であった)で幼児が盛ん
に差す動作の繰 り返し活動を楽しむのを観察したことがあるが,差すことの楽しみはやは り
視覚的な創造活動が主になっていたといってよいであろう015cm四方ぐらいの台に等間隔
で40-50個も穴があいていて, そこに各種の色付きのpeg(プラスチック)を差し込んで色
模様を作った り,形を作った りするわけである｡指先の機能を高めると同時に視覚との共応
や造形的な発想力を拡げる役割を果たす,なかなか貴重な感覚遊具である｡勿論こうした活
動に於いてもそれを認めてやる保育者が傍らにいて,見守ってやることの中でそうした展開
が進展するといえる｡その役割は幼児の創造力豊かで活動的な成長の一歩一歩に釘を刺すこ
とでもある｡(1986.10.26)
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